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表なきった ｢ホラティウスC.3.4の 『統一性』｣(科研費 ･総合研究 ･研
究成果報告昏 『古典古代における伝統の継承と革新』所収)でした｡まさにこ
の御論文においても､テキスト上の論争点においては主要な先行研究を的確に
検証･吟味なさりながら､実に赦密な解釈を展開され､そしてその中で､この
詩に一貫して見られる ｢高｣から ｢低｣-の動きという先生独自の考察を見事
な手際でお示しになっています｡さらには､詩人が自己のことを語る前半部
と､宇宙的な規模の神話が取り上げられる後半部とが､一見したところ分牲し
ていると見えるこの詩において､ 口中の力は小さいホラティウスにおいてと同
じく大宇宙においても働く｣ことが表現されているとの見解をお示しになり､
その神の力の顕現を構造的に表しているのが ｢高｣から ｢低｣-の動きならび
に広がりであり､この詩全体に統一性を与えているとの結論を導き出されてい
る｡この御論文も繰り返し読ませていただき､古典の作品解釈の方法を大いに
学ばせていただきました｡もし先生にもっと時間がおありで､そして必要とお
考えであったなら､ホラティウスに関してもさらなる御論文をお書きになった
ことでしょう｡ しかし､その御研究においてはギリシア･ローマを広く視野に
入れ､また､多くの学生たちを分け隔てなく気にかけて下さった岡先生として
は､立派な模範を一つ示しておけば十分とお考えになったのかもしれません｡
｢あとは君のやることだよ｣一一一そのような先生の声が聞こえるような気がし
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たものです｡
このような授業によって貴重な財産を賜り､その後も折々に暖かい助言と励
ましを下さり､ここまで導いて下さった岡先生が今はこの世にいらっしゃら
ず､もはやそのお姿を目にし､お声を開くことができないのは､この上ない悲
しみです｡まだまだ伺いたいお話がたくさんありました｡しかし､これからも
先生の授業のノートをたびたび見返すことでしょう｡ そして繰り返し御論文を
拝読し､先生のお声を求め､すぼらしい授業に不釣り合いな学生であった者と
して､先生から学び続けることはやむことはないでしょう｡また､未熟な人間
として､学問に対しても人に対しても等しく真撃な態度を貫かれた先生のお姿
を思い起こして､先生に学び続けることを怠ってはいけないと思っています｡
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